









































調査は、コアホウドリの抱卵終期～育雛初期（1 月～ 3 月）に実施した。
3．繁殖状況の記録
齢構成を把握するため、営巣番いおよび若鳥の個体識別を行った。調査回数は 3 回とし
て、1 回目の抱卵期に、既知の営巣地を踏査し、抱卵個体の位置を地図上に GPS を使用し
て記録した。同時に個体識別のため、動体センサー付きの自動撮影カメラ（米国 RECONX

























 ・第 1 回目（調査員 4 名）
2013 年 2 月１日　聟島鳥島にて作業実施前の事前踏査　（船上宿泊）
2013 年 2 月 2 日　聟島鳥島 / 聟島にて営巣位置記録、カメラ設置、個体識別観察
 ・第 2 回目（調査員 4 名）
2013 年 2 月 20 日　 聟島鳥島 / 聟島にて育雛観察、カメラ DATA 回収、個体識別観察
（船上宿泊）
2013 年 2 月 21 日　 聟島鳥島 / 聟島にて育雛観察、カメラ DATA 回収、個体識別観察 
嫁島に上陸予定であったが、海況が悪いため中止した。
 ・第 3 回目
2013 年 3 月 14 日　 嫁島にて新規コアホウドリ営巣位置記録、育雛観察、カメラ設置（調
査員 5 名）





コアホウドリの営巣箇所を、聟島において 11 巣、聟島鳥島において 15 巣、嫁島におい
て 1 巣、総計 27 巣を確認した（表１、図 3）。このうち 5 巣がふ化せず、ふ化率は 81.5％
となった。また育雛中の雛 1 羽が 2 月 11 日～ 14 日の期間に死亡しており、3 月 21 日時点
での育雛のヒナは 21 羽で、生残率（生残ヒナ数 / 抱卵数）は 77.8％であった。
表１　聟島列島で確認されたコアホウドリの営巣位置と繁殖ステージ
巣番号 鳥名 緯度 軽度 繁殖ステージ （3 月末）
聟島 1 聟島 27.68418498 142.12751700 育雛
聟島 2 聟島 27.68456602 142.12751800 放棄卵
聟島 3 聟島 27.68448103 142.12746704 破卵
聟島 4 聟島 27.68608700 142.12797297 育雛
聟島 5 聟島 27.68617803 142.12787197 育雛
聟島 6 聟島 27.68620502 142.12791396 雛死亡
聟島 7 聟島 27.68628599 142.12797297 育雛
聟島 8 聟島 27.68635296 142.12811203 育雛
聟島 9 聟島 27.68654801 142.12859499 育雛
聟島 10 聟島 27.68665300 142.12869400 育雛
聟島 11 聟島 27.68688697 142.12862902 育雛
鳥島 1 聟鳥島 27.68050801 142.12580801 育雛
鳥島 2 聟鳥島 27.68042604 142.12575101 育雛
鳥島 3 聟鳥島 27.68047901 142.12500896 育雛
鳥島 4 聟鳥島 27.68051698 142.12537399 育雛
鳥島 5 聟鳥島 27.68048203 142.12534399 育雛
鳥島 6 聟鳥島 27.68006201 142.12581497 放棄卵
鳥島 7 聟鳥島 27.67970402 142.12633699 ふ化せず
鳥島 8 聟鳥島 27.67912600 142.12624596 育雛
鳥島 9 聟鳥島 27.67908703 142.12620297 育雛
鳥島 10 聟鳥島 27.67904998 142.12589501 ふ化せず
鳥島 11 聟鳥島 27.67890899 142.12558002 育雛
鳥島 12 聟鳥島 27.67896499 142.12511801 育雛
鳥島 13 聟鳥島 27.67880901 142.12511200 育雛
鳥島 14 聟鳥島 27.67883004 142.12505196 育雛
鳥島 15 聟鳥島 27.67925902 142.12495096 育雛
















































放鳥履歴が判明した 19 羽の営巣鳥の繁殖年齢は 5 才～ 34 才までの範囲あり、11 才以下
の個体が 73.7％（14/19 羽）と大半をしめた。現在の営巣地分布で、この数年内に新規形
成された繁殖地は聟島西側エリアと嫁島であり、このエリアに営巣した個体（巣番号 : 聟









聟島 1 目視 リングなし 13B2917 自動撮影カメラ リングなし リングなし
聟島 2 都レンジャー M01 13B4225 観察する前に親が放棄
聟島 3 都レンジャー M51 13C1062 観察する前に親が放棄
聟島 4 目視 リングなし リングなし 自動撮影カメラ リングなし リングなし
聟島 5 目視 M34 13B6288 目視 リングなし リングなし
聟島 6 目視 リングなし リングなし 親確認できず
聟島 7 目視 リングなし リングなし 目視 リングなし 環境省 Ring
聟島 8 目視 リングなし 環境省 Ring 自動撮影カメラ リングなし 環境省 Ring
聟島 9 目視 リングなし リングなし 自動撮影カメラ リングなし 環境省 Ring
聟島 10 目視 M02 13B4224 自動撮影カメラ リングなし 環境省 Ring
聟島 11 目視 リングなし 13A0395 自動撮影カメラ リングなし 環境省 Ring
鳥島 1 目視 リングなし リングなし 目視 リングなし 13A9325
鳥島 2 目視 リングなし リングなし 目視 リングなし 環境庁 Ring
鳥島 3 目視 リングなし リングなし 目視 リングなし リングなし
鳥島 4 目視 リングなし リングなし 目視 リングなし 環境省 Ring
鳥島 5 目視 M45 13B9028 自動撮影カメラ リングなし リングなし
鳥島 6 観察する前に親が放棄 観察する前に親が放棄
鳥島 7 目視 リングなし リングなし 自動撮影カメラ リングなし リングなし
鳥島 8 目視 リングなし 環境省旧 Ring 自動撮影カメラ リングなし 環境省旧 Ring
鳥島 9 目視 白 121 環境省旧 Ring 自動撮影カメラ リングなし 環境省旧 Ring
鳥島 10 目視 リングなし リングなし 自動撮影カメラ 黒 024 環境省旧 Ring
鳥島 11 目視 緑 01 130-00601 目視 リングなし リングなし
鳥島 12 目視 リングなし 13A9321 目視 リングなし 13B1085
鳥島 13 目視 リングなし 13A1645 自動撮影カメラ M78 13C1773
鳥島 14 目視 M32 13B6020 自動撮影カメラ M55 13C1066
鳥島 15 目視 M43 13B9025 目視 リングなし リングなし
嫁島 1 都レンジャー M47 13B9029 親確認できず
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営巣が確認できた 48 個体の年齢区分による構成数を表 4 に示した。年齢構成が 62.5％の
個体の年齢構成が判明し、各年齢群で分けると「10 ～ 21 才群」が最も多い構成比を示し
た。ただし、年級あたりの羽数（羽数 / 年）で見れば、「5 ～ 9 才群」が最も多く、年齢が
上がるに従い大幅に減少した。
表 3　コアホウドリ営巣鳥で確認できた放鳥履歴（放鳥はヒナ巣立ち期）
営巣番号 カラー Ring 金属 Ring 年齢 装着日 装着場所
鳥島 13 M78 13C1773 5 2008/4/22 聟鳥島
鳥島 14 M55 13C1066 6 2007/5/14 聟鳥島
聟島 3 M51 13C1062 6 2007/5/14 聟鳥島
嫁島 1 M47 13B9029 7 2006/5/12 聟鳥島
鳥島 15 M43 13B9025 7 2006/5/12 聟鳥島
鳥島 5 M45 13B9028 7 2006/5/12 聟鳥島
聟島 5 M34 13B6288 8 2005/5/10 聟島
鳥島 14 M32 13B6020 8 2005/5/10 聟鳥島
聟島 2 M01 13B4225 9 2004/5/10 聟鳥島
聟島 10 M02 13B4224 9 2004/5/10 聟島
鳥島 1 NR 13A9325 10 2003/5/7 聟鳥島
鳥島 12 NR 13A9321 10 2003/5/7 聟鳥島
聟島 1 NR 13B2917 10 2003/5/8 聟島
鳥島 12 NR 13B1085 11 2002/5/23 聟鳥島
鳥島 13 NR 13A1645 20 1993/5/25 聟鳥島
聟島 11 NR 13A0395 21 1992/5/7 聟鳥島
鳥島 11 緑 01 130-00601 34 1979/6/12 聟鳥島
鳥島 10 黒 024 環境省旧 Ring 20 〜 34 不明 聟鳥島
鳥島 9 白 121 環境省旧 Ring 20 〜 34 不明 聟鳥島
表 4　コアホウドリ営巣鳥の年齢構成
年齢 羽数 構成率（％） 羽数 / 年
5 〜 9 才 10 20.8 2.00
10 〜 21 才 12 25.0 1.17
22 〜 34 才 8 16.7 0.62






（表 5）、未標識鳥の最多の同時目撃数が 2 羽の総計 26 羽であった。年齢範囲は 3 才～ 14





図 4 に 2013 年に回帰した各年級群の回帰率をまとめた。繁殖地への回帰飛来は 3 年目から
表 5　コアホウドリ飛来鳥の放鳥履歴（放鳥はヒナ巣立ち期）
カラー Ring 金属 Ring 確認場所 年齢 装着日 装着場所
M93 13C4679 聟島 3 2010/5/10 聟島
M95 13C7851 聟島鳥島 3 2010/5/11 聟鳥島
M80 13C5641 聟島と聟島鳥島 4 2009/5/18 聟島
M82 13C5901 聟島 4 2009/5/18 聟島
M84 13C6302 聟島鳥島 4 2009/5/19 聟鳥島
M86 13C6304 聟島鳥島 4 2009/5/19 聟鳥島
M68 13C1763 聟島 5 2008/4/22 聟島
M69 13C1764 聟島鳥島 5 2008/4/22 聟鳥島
M74 13C1769 聟島鳥島 5 2008/4/22 聟鳥島
M79 13C4587 聟島鳥島 5 2008/5/23 聟鳥島
M52 13C1063 聟島と聟島鳥島 6 2007/5/14 聟鳥島
M54 13C1065 聟島鳥島 6 2007/5/14 聟鳥島
M56 13C1067 聟島 6 2007/5/14 聟鳥島
M57 13C1068 聟島鳥島 6 2007/5/14 聟鳥島
M59 13C1070 聟島鳥島 6 2007/5/14 聟鳥島
M60 13C1221 聟島鳥島 6 2007/5/15 聟島
M40 13B9022 聟島 7 2006/5/12 聟鳥島
M46 13B8961 聟島と聟島鳥島 7 2006/5/12 聟鳥島
M27 13B6015 聟島 8 2005/5/10 聟鳥島
M28 13B6016 聟島と聟島鳥島 8 2005/5/10 聟鳥島
M14 13B4286 聟島 9 2004/5/11 聟鳥島
M16 13B4288 聟島鳥島 9 2004/5/11 聟鳥島
NR 13A5869 聟島鳥島 14 1999/5/19 聟鳥島
NR 13A5870 聟島鳥島 14 1999/5/19 聟鳥島
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のコアホウドリの繁殖成功率（抱卵から巣立ちまで）は 2003 年度に調査され、約 71％で
あり、例年の通常値に入ると考えられる。長期的なモニタリング資料として営巣番い数は
収集されていないが、巣立ちヒナの標識装着数が個体群変動の指標となる。図 5 に 1990 年
度以後の聟島列島におけるコアホウドリ巣立ちヒナの標識装着数をまとめ（小笠原支庁・
表 6　2012 年度におけるコアホウドリの回帰情報
年度 巣立ち数 2013年営巣数 2013年飛来数 2013年総計 回帰率 (%) 回帰年数
2011 12 0 0 0 0.0 2
2010 14 0 2 2 14.3 3
2009 9 0 4 4 44.4 4
2008 14 1 4 5 35.7 5
2007 16 2 6 8 50.0 6
2006 14 3 2 5 35.7 7
2005 11 2 2 4 36.4 8
2004 14 2 2 4 28.6 9
0.0％







図 4　2012 年度におけるコアホウドリの回帰率（飛来総数 /巣立ち数）
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小笠原自然文化研究所　未発表資料）、これに 2013 年 5 月に生存している推定ヒナ数（27
巣 ×0.7=19 羽）を含めた。本シーズンの巣立ち鳥数（推定 19 羽）は、1990 年度～ 2012








識個体が 1/3 含まれており不確定要素は残るが、営巣鳥には 5 才から 34 才までが含まれ、
「10 ～ 21 才」の年級群をピークとした一山型構造をしていた。ハワイ群島では営巣開始年
齢はオスが平均 8.4 才（範囲 6 ～ 16）、メスが平均 9.0 才（範囲 5 ～ 15）と報告されている
（Van Ryzin & Fisher, 1976）。聟島列島群において、「10 ～ 21 才」の構成比が高くなって
いるのは、この年級群にはほとんどの繁殖を開始した個体が含まれているためと考えられ
る。コアホウドリの繁殖寿命は少なくとも 40 才という記録があり（Fisher, 1975）、聟島列
島群においても 30 才以上の老齢個体が含まれていることが判明した。
3．生残率















































































































推定されている（Fisher, 1976）。これは 5 才以後の生残率は 23.9％から徐々に下がり 9 才
には 18.7％になり、年平均では 21.2％と算出される。聟島列島で得られている回帰率は生
残率の最低値として捉えることができる。5 才～ 9 才までの平均値で 37.3％（範囲 28.6 ～
50％）であり、ハワイ群島より生残率が高いことになる。聟島列島の 10 ～ 21 才までの飛







ては定かでないが、聟島から 5000 km 離れたと繁殖地との個体交流があることを示してい
る。ハワイ群島と聟島列島におけるコアホウドリ集団繁殖地間の遺伝分析が行われ、新し
く形成された繁殖群には複数の繁殖群の遺伝子が見られ、聟島列島群においてもハワイ群








（Eda et al., 2008）。さらに聟島列島内におけるクロアシアホウドリ繁殖群のマイクロサテ
ライトによる遺伝子解析では、日本とハワイの集団は遺伝的に異なるが、局所的には交流









おいて 7.4％の年増加率（1979 ～ 1995 年）を示している。ハワイ群島のコアホウドリでは、
繁殖島によって異なるがミッドウェー環礁で 6.0％（30 年間）、French Frigate Shore 地区
で 4.8％～ 13.5％（1956-1990）と報告され、確実な増加傾向が報告されている（Gould 
&Hobbs 1993）。現時点において、聟島列島のコアホウドリ群については、小笠原諸島国立
公園の特別保護地区として人為的な悪影響はなく、また営巣地に入り込むノヤギ駆除は
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